
■ 学外研究員制度　2007年度

【学外研究 Ａ 】

番号 所属 職位 氏名 留学先 研究開始日 研究終了日 研究課題

1 経済学部 教授 田中　宏

ハンガリー

イギリス他

2007/4/1 2008/3/31

移行とEU加盟の経済学の発展に

関する研究

2 経営学部 助教授 石崎　祥之 イタリア 2007/4/1 2008/3/31

「観光ビッグバン」時代の持続的

観光のあり方に関する研究

3

産業社会学

部

教授 櫻谷　眞理子 イギリス 2007/4/1 2008/3/31

児童虐待への対応と援助方法に

関する研究－子どものケアと家族

支援を中心に－

4 政策科学部 助教授 小杉　隆信 オランダ 2007/9/26 2008/9/25

「持続可能な発展」に関する統合

的環境経済評価手法の研究

5 文学部 教授 ｳｴﾙｽﾞ　恵子 アメリカ 2007/9/26 2008/9/25

①アフリカ系アメリカ人の音楽と

詩に見られる、根源的恐怖および

破壊的欲望の文化研究

②ナヴァホインデアンの詩と民話

におけるトリックスターの文学研

究

6 理工学部 助教授 野方　誠 スイス 2007/9/26 2008/8/25

診断治療用ロボットのアクチュ

エータに関する研究

7 理工学部

専任講

師

久保　幸弘

オーストラリ

ア

2007/9/26 2008/9/25

ＧＰＳ/ＧＮＳＳ測位における信号

処理技術の高度化およびその応

用に関する研究

8

情報理工学

部

教授 西尾　信彦 アメリカ 2007/9/26 2008/9/25

Sentient Computing in Future

City Environment

9 法務研究科 教授 松本 克美 ドイツ 2007/9/26 2008/9/25

ドイツにおける民事責任論・時効

論の研究－戦後補償責任を中心

に－

【学外研究 B 】

番号 所属 職位 氏名 留学先 研究開始日 研究終了日 研究課題

1 法学部 助教授

高橋　直人

*1

ドイツ 2007/4/1 2008/3/31

１８世紀末から１９世紀前半のドイ

ツにおける刑事法学と実務との影

響関係について

2 経済学部 助教授 紀國　洋

オーストラリ

ア

2007/10/1 2008/2/29

ネットワーク産業における投資・

運営に関する戦略的意思決定の

分析

3 経営学部 教授 土居　靖範 カナダ 2007/9/26 2008/3/31

カナダ諸都市のまちづくりと交通

の実証的研究

4

産業社会学

部

教授

坂本　利子

*2

イギリス

南アフリカ

2007/9/26 2008/9/25

現代南アフリカとイギリス社会に

おける人種・階級・ジェンダーのポ

ストコロニアル研究－ジェンダー

の視点から－

5

産業社会学

部

助教授

松田　亮三

*2

イギリス 2007/9/26 2008/9/25

欧州における医療ガバナンスの

変容



6

国際関係学

部

教授 南野　泰義 イギリス 2007/9/26 2008/3/31

北アイルランド紛争における政治

的暴力とナショナリズムに関する

研究

7

国際関係学

部

教授 若菜　マヤ アメリカ 2007/4/1 2007/9/16

Ｈ．Ｊａｍｅｓの「国際小説」の「国

際」性を問い直す

8 政策科学部 助教授 森　隆知*3

カナダ

日本

2007/4/8 2008/3/31

情報ネットワークを利用した大学

と地域社会との情報共有に関す

る日本とカナダの比較調査研究

9 文学部 教授 高橋　学

韓国

中国

2007/4/1 2007/9/25

東アジアにおける環境変動・土地

開発・災害

10 文学部 助教授 武藤　崇*1 アメリカ 2007/9/26 2008/9/25

アクセプタンス＆コミットメント・セ

ラピーに関する構成要素の分析

11 理工学部

専任講

師

安富　健児

*1

フランス 2007/9/26 2008/9/25 極限定理とその応用

12

情報理工学

部

助教授

柴田　史久

*1

アメリカ 2007/9/26 2008/9/25

可搬型情報端末による複合現実

感システムのための汎用フレー

ムワークの研究

13

情報理工学

部

助教授

島田　伸敬

*4

アメリカ 2007/4/1 2008/3/31

人間・物体間インタラクションの理

解に基づく動作と物体の自動認

識

14 法務研究科 教授 指宿　信

オーストラリ

ア

2007/9/26 2008/3/31

誤判原因および誤判対策の比較

法的研究

15

言語教育情

報

研究科

教授 中村　純作

イギリス

ノルウェイ

イタリア

2007/4/1 2007/9/25

コーパスに基づいたテキストの類

型分析と言語の変異、変種にか

かわる研究

【学外研究 C 】

番号 所属 職位 氏名 留学先 研究開始日 研究終了日 研究課題

1 法学部 教授 大平　祐一 日本 2007/4/1 2007/9/25 近世日本における「越訴」の研究

2 法学部 教授 須藤　陽子 日本 2007/4/1 2007/9/25

行政法学における行政強制論の

再構築

3 法学部 教授 出口　雅久

日本、ドイツ

アメリカ

ブラジル

2007/4/1 2007/9/25

国際訴訟法学会の研究成果出版

作業・国際紛争処理研究センター

（仮称）の設立準備

4 法学部 教授 野口　ﾒｱﾘｰ 日本 2007/9/26 2008/3/31

言語、文化、ジェンダーとアイデン

ティティ

5 法学部 教授 村上　弘 日本 2007/9/26 2008/3/31

地方財政危機のもとでの政策展

開

6 法学部 教授 吉村　良一 日本 2007/9/26 2008/3/31

環境法における公法と私法の協

働

7 経済学部 教授 浅田　和史 日本 2007/9/26 2008/3/31 グループ企業の課税問題



8 経営学部 教授 三浦　一郎 日本 2007/4/1 2007/9/25

イノベーションとマーケティング視

点からみたドラッカー経営学の研

究

9 経営学部 助教授 小沢　道紀 日本 2007/9/26 2008/3/31

ホスピタリティ産業の現状、ならび

に若年層のキャリアにおける課題

10

産業社会学

部

教授 赤井　正二 日本 2007/9/26 2008/3/31 ジンメルとモデルネ

11

産業社会学

部

教授 小川　栄二 日本 2007/4/1 2007/9/25

大都市における住宅高齢者の孤

立・滞在化について

12

産業社会学

部

教授 高垣　忠一郎 日本 2007/9/26 2008/3/31

思春期支援と学校（教師）・家庭

（親）のあり方

13

産業社会学

部

助教授 中井　美樹

アメリカ

日本

2007/9/26 2008/3/31

社会階層研究における社会参加

と社会関係資本の理論枠組みと

測定に関する研究

14

国際関係学

部

教授 龍澤　邦彦 日本 2007/4/1 2007/9/25 先端科学技術の政策と法

15 政策科学部 教授 山根　宏

日本

ドイツ

2007/4/1 2007/9/25 現代日本日常文化の研究

16 文学部 教授 川口　能久 日本 2007/4/1 2007/9/25

ジェイン・オースティンとE.Ｍ.

フォースターの小説研究

17 文学部 教授 鳶野　克己 日本 2007/9/26 2008/3/31

笑いについての教育人間学的研

究

18 文学部 教授 東山　篤規 アメリカ 2007/9/26 2008/3/31 触方向の精神物理学

19 文学部 教授 藤　健一 日本 2007/4/1 2007/9/25

ハトの24時間連続実験場面を用

いた摂取・摂水行動のマルチオペ

ラント行動分析

20 文学部 教授 松本　英紀 日本 2007/9/26 2008/3/31 清末民国初政治史の研究

21 文学部 教授 村島　義彦 日本 2007/9/26 2008/3/31

「公」と「共」と「私」－その関係性

をめぐって－

22 文学部 教授 吉越　昭久

日本、韓国

台湾、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ﾀｲ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

2007/9/26 2008/3/31

歴史都市における文化遺産の防

災に関する研究

23 理工学部 教授 大上　芳文 日本 2007/4/1 2007/9/25

1.高精度理論計算法によるゴミ焼

却炉におけるダイオキシン類生成

機構と抑制法の解明

2.バクテリアのべん毛運動に学ぶ

マイクロ駆動装置の実用化を目

指した基礎的研究

24 理工学部 教授 小島　一男 日本 2007/4/1 2007/9/25 光機能性材料の創製

25 理工学部 教授 里見　潤 日本 2007/4/1 2007/9/25

心拍変動のスポーツ活動での

有効利用



26 理工学部 教授 澤村　精冶 日本 2007/4/1 2007/9/25

塩化カリウム・塩化ルビジウム

の水への高圧溶解挙動に関

する研究

27 理工学部 教授 高倉　秀行 日本 2007/9/26 2008/3/31

環境保全とエネルギーを有効

利用するための総合システム

の技術的検討

【学外研究 D 】

番号 所属 職位 氏名 留学先 研究開始日 研究終了日 研究課題

1 経済学部 助教授

宮本　十至子

*1

ドイツ 2007/4/1 2007/9/10

クロス・ボーダー組織再編税制の

日独比較研究

2 経営学部 助教授 徳田　昭雄 ドイツ 2007/9/26 2008/9/25

自動車車載電子制御システムの

日欧標準化推進コンソーシアム

における標準策定プロセスおよび

コンソーシアム運営手法の国際

比較・分析

3 文学部 助教授 唐澤　靖彦 アメリカ 2007/9/26 2008/9/25 清代中国の社会と文化を

【役職者学外研究員制度による 研究員 】

番号 所属 職位 氏名 留学先 研究開始日 研究終了日 研究課題

1 経済学部 教授 山井　敏章

日本

ドイツ

2007/9/26 2008/9/25

第二次大戦後のドイツにおける社

会格差に関する研究  －日独比

較の試み－

2 経営学部 教授 三浦　正行

カナダ

アメリカ

2007/3/23 2008/3/31

健康づくりの諸実践の中に「ケア」

の発想を探る

3 政策科学部 教授 佐藤　満 日本 2007/9/26 2008/9/25 現代日本政治過程の理論的研究

4 文学部 教授 上田　高弘 アメリカ 2007/4/1 2008/3/31

モダニズム美術とその公衆に関

する総合的研究

5

情報理工学

部

教授 八村　広三郎

日本

カナダ

2007/9/26 2008/9/25

舞踊における身体運動の記録・

表示および定量的分析に関する

研究


